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人類史とサニテーション
	――カメルーン狩猟採集民の事例より
林	耕次（地球研プロジェクト研究員）ほか２名

　現在、世界では約 24 億人の人々が適切なサニテーションにアクセスでき
ていない、という報告があります。また、約 10 億人の人々が、日常的な野
外排泄をしているという報告があります。これからポスターで発表する内容
は、私が長年研究していたアフリカの熱帯のカメルーンという所の、バカピ
グミーといわれる狩猟採集民です。彼らの生活の中から、実際トイレという
ものがどういう風に捉えられているのか、どういうところでやってるのか、
ということを報告したものをポスターでまとめました。

　彼らの生活空間ではですね、現在、狩猟採集民といっても 1950 年代以降
に定住化政策が進みまして、このような住居に住んでいることが多いんです
けど、一方で季節に応じて長期で森に入って、そこで森の資源に頼った生活
を営むということで、写真にある通りな生活をしております。

トイレなんですけれども、彼らはいわゆる特定のトイレというものを持っ
ていないんですね。つまりは、どこでもトイレだと、いうことも言えるかと
思います。詳しくはポスターの内容で見ていただきたいんですけれども、現
在カメルーン東部州において、定住化が進んで集住化が進むと。都市なんか
でもですね、人が集まるとトイレが必要になってくる、ということで、いろ
んな問題が発生しています。

　そんな中で、ピグミーの人々の生活習慣を見る中で、人類史においてです
ね、サニテーション、トイレの問題というものがどのように扱われてきたの
かということを、これからまた追求していきたいと思っております。

サニテーションプロジェクトのリーフレット、ポスター前に置いてますの
で、どうぞご自由にお取り下さい。発表を終わります。
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